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み な こちは。

野の花の みなかた あきこ です。
梅雨が明けないまま、気温がぐんぐん上がっていきますね。

節電のプレッシャーもありますし、夏本番前で すでにぐ
つたりという方もあるかもしれません。

でも !こんな時こそ、小さくてもいいから 楽しいこと、
うれしいことを見つけたいですね。

この夏 私は、さつそく楽しいことを見つけました。ず
いぶん昔にちょつとかじつたことのある乗馬を、思いきつて始めてしまったんです。ここ数年、

いつかは再開するぞ、と思いながら踏み切れずにいたのですが、広報こうべで乗馬チケット割引

の記事を見たとたん、「今だ !」 と決心してしまった次第・・・初日までのわくわく感といつたら

ありません。朝 笑いながら目を覚ますこともしばしば。自分でも どうかしてるなあとは思う
のですが、馬のつやつやした優しい目を思い出すと、笑いがこみあげてきちゃうんです。

いよいよ当日になると、今度は緊張のあまり、馬に乗ると 息を止めてしまう有様。インスト
ラクターから、「息してますか― ?」 ときかれ、「あ、してません」

思えば、今は亡き父が、戦争中 軍馬の世話をしていて、すつかり馬のとりこになり、「馬 飼
うぞ」と言い続けていましたつけ。母に「どこで飼うの、屋根の上 ?」 と突つ込まれつつ。父か

ら受け継いだものなのでしょうか、馬が好きでたまらないという思いは・・・

おとうさん

馬を飼うことはかなわなかつたけれど、あなたの思いは 娘の中に ちやんと息づいているので
すね。

なな

ふくろうのめがね入れを枕に、前足は しつかり新間の上。
寝ている時も、じやますることは忘れません・ 。・


